
 

 

 

 

 

☆「小中連携による学力向上推進地域指定事業」研究発表会☆ 

昨年度より県教育委員会「小中連携による学力向上推進地

域指定」の研究指定委嘱を受け、２年目を迎えました。小中の

教職員が連携して効果的な指導を行うこと、児童生徒一人一

人の考えを広げ深めるために、授業改善することに重点を置

いて研究を進めてきました。小中教員が互いに TTやゲストテ

ィーチャーとなって交流授業を実施することで、９年間の系

統性を大事にした指導を行うことができ、児童生徒もより深

く主体的に学習することができています。 

今回は、１０月３０日（月）に研究発表会を開催し、６年社

会科（指導者：米田・靏）の授業を公開しました。これからも、

小中一貫校のよい環境を生かし、学力向上を目指して授業改

善に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

☆小中合同朝のあいさつ運動☆ 

 

１０月２３～２７日の１週間、小中合同の朝のあいさつ運動に取り組みました。校舎内外

に分かれて、縦割り班ごとに行いました。朝から児童玄関に「おはようございます」の 

声が響きました。 

☆第１１回芦刈中卒業生の皆様から児童生徒のために、「ビデオカメラ」 
「デジタルカメラ」を寄贈していただきました☆ 
 学校運営協議会員の川﨑和矢様を代表とした、第１１回芦刈

中学校卒業生の皆様より、学校の教育活動に使用してほしいと

「ビデオカメラ１台」と「デジタルカメラ１台」を寄贈していた

だきました。大切に使わせていただきます。本当にありがとうご

ざいました。 

と も に 

 
 

～「ともに」「つなぐ」小中一貫教育～ 
小城市立小中一貫校芦刈観瀾校学校便り 

令和５年１１月 ８日（水） 

第 １８ 号 文責： 副校長   坂井まゆみ 

 

静岡文化芸術大学教授の倉本哲男

先生をお招きして講演会を行いま

した。小中一貫校のよさや 9 年間

のカリキュラムなどについてお話

していただきました。 

「天下統一に向けての働きがよ

り大きかったのは信長か秀吉

か」について、自分の考えを近

くの友だちに話している様子 

 
 


